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視神経は外側半分が切断 され三叉神経は Gasserian

gaJlglionの中枢側で殆ど切断さIl非薄化してし､た.主

賓動脈をこ損傷は見られなかった.ナイフは上限窟裂で固

定されており前床突起から上限窟裂の roofを硬膜外に

Il-･7- ドりJLなどで削除 しナf7に可動性が出たところ

で出血が無いことを確かめながらナ(7を徐々に眼嵩か

ド-)抜いた.感染等無く.左失E乱 左外眼筋麻噂を残 し独

歩退院 した.

A1441自動釘打f_,機 (N aiトgu n ) に よ る穿 通

性脳損傷

一外侮M_脳 動 脈 噛 合 併 症 例 一
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症例は45才男性大工.自殺目的にて自室で自動釘打ち

磯iこより､左側頭部より5本.右側頭部より4本の釘を

打ち込ふ倒れてし､るところを家人が発見,救急搬入され

た.搬入時意識 J(二520,失語症か ).CT iこて左Syl＼rius
裂を中心とした SAH及び小さな ICH を認めた.脳

血管写では,異物;･こよる狭窄,閉塞もなく各観血管の filling

も正常であった.開頭手術の準備完 √後,止血釦子を用

いて釘技を施行 したが,直後の CT で左大脇半球に巨

大な脳内血腫認めた為,直ちに開頭血腫除去術を施行

左片麻噂,運動性失語症は残存するものの意識清明な状

態まで回復Lた.約4ケ月練の階血管写では前側頚動脈

に動脈痛の出現を認めた.

自動釘打ち機は建設用工具として日本でも10年程前よ

り普及 しつつあり.同機による外傷も増加傾向にある.

今回自験例及び文献的な考察から nai1-guninjuryの

治療方針について述べる.

A-45)遅発性気脳症 を伴 った 外侮 性髄 液鼻漏
の1例

得田 和彦 ･柏原 謙悟
赤池
村田 去∵ I:ト ミl二十 :I.:,;.i.;;∴∴●■●●

症例は,23歳の男性.平成7年12月24日,助手席に乗っ

ていた自動車が時速 100km で道路脇に止めてあった

工事用車両に衝突 し,救急車で当院に搬入された.搬入

時,全身打撲をみとめたが,意識清明であった.頭部 X-
P と CT にて.右前頭洞から前頭蓋底-の骨折と右前

頭葉の脳挫傷をみとめた.受像時は髄液鼻漏を廉わせる

所見はムドっわなかったが,平成8年1月15日より,数回,
少量の鼻汁をiZlと碕た. 1月26日の MRI検査で.前

頭葉に気脳症がふt､,)れ 飾骨洞内iこ髄液鼻漏が疑われた.

2月7El.髄液鼻漏閉鎖術を行った.術中所見で,気脳

症をュ-致する部位の脳欠損と右前頭洞から簡骨洞をこつな

がる骨折をみとめた.本症例では,堪内血慶と脳浮腫の

軽快に伴い頭蓋底骨折部が開放され 遅発性iこ気脳症と

髄液鼻漏をおこしたものと考えられた.若干の文献的考

察を加えて報告する.

A-46)意識障害 と種撃で搬送 された メトへモ

ゲロビン血症の 1例
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症例は∠11才.男性.平成8年3月∠l臥 意識障害で倒

れているのを家人が発見 し,救急車で当院に搬送された.

-t･:を認めた.血圧 120.;80mmHg.脈拍 110:min･整.

酸素吸入開始すると,右上万祝で全身寝撃発作生し.蛋

横状態と在った.経口挿管 し, レスビし･一々I-装着した

ゼは不変.血中 メト-モ '/ロビン濃度が76,1%と高値

を示していた.救命救急センターiこ移送 L メチレンブ

･し一段Ej-Lたが.翌E]死亡した.吐物及び,自宅LT)瓶か

ら7こ1)ンが検出され suicideと判明した.中毒性疾

では,脳外科医が初診する寮も多いと考えられる.若干

の文献的考察を加えて報告する.

A-47)頭蓋形成iこ hydroxyapatiteceramics
を周いた治療経験

遠藤 雄司 ･高萩 間作

謂堅 葉栗 :要望南孟表 離 農諸 掛大学)

小野 -郎 (形屋外料診姦悪科)

目的 :術後頭蓋骨欠損の症例に対 し.hydroxyapatite

ceramics(HAP)を用いた頭蓋形成術を施行 Lたので

報告する.対象および方法 :対象は脳神経外科手術後,

前頭洞炎による硬膜外膜壕を来たし,骨欠損状態となL),
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頭蓋形成術を要した3例.感染後前頭骨片を除去,骨欠

損'こ対 して三次元 CT の slicedateをもとにして

hydrox),apatiteceramicsplateを作成した.感染骨片

除去,平均3ケ月後に HAPplateを用い頭蓋形成術

を施行した.手術の際には temporoPⅠ-ietdrこBCiorxjricESteal

napを挙上して埋入した HAPplateの表面を被覆 し

た.結果 :3例とも術後に感染はたく,埋入部位の発赤

や液貯留などの局所反応もなく,良好な頭蓋形成が得ら

れた.まとめ :hydroxyapatiteceramiesを用いた頭

蓋形成は個々の症例に合わせて作製でき異物反応もなく

優れた方法である.

A-48)聴神経鞘腫摘出術後に発生 した Hyper-
tr()phiccranialpachymeningitisの1
例
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Hypertrophiecranialpachymeningitis廿上下HCPl

は頭蓋底部に好発し,頭痛や多発脳神経障害で発症する

とされている.我々は聴神経鞘腫術後10年目LT)MRlで

incidental に指摘された′ト脳テントかLLl軍陣部大脳鎌

に至る広汎な HCPの症例を経験したので報告する.

症例は72才男性,肺結核にて32才時に胸郭形成術,52

才時に右脳梗塞と糖尿病を指摘されている.60才時に味

覚低下,聴力障害,左頬面の知覚低下出現し当科受診,
左小脳橋角部の largep()lyc)･1icmassと水頭症を認め

たため VPshuntを施行し,2ケ月後に腫癌全摘出術

を行った.術中硬膜の肥厚所見は認められず,組織は neu-

Ⅰうnomaであった.

術後下位脳神経麻埠による噂下障害が出現したが漸次

改善し,摘出術後3A7-月目に独歩自宅退院,外来 follow

とLた.術後4年目の h/Rlでは腫癌の再発所見なくHCP

の所見も認められなかったが,10年目の MRIでは′ト

脳テントから大脳鎌までの硬膜がほぼ均一iこ肥厚してお

り,Tlで低信号,T2･プロトンで高信号を呈し,Gd-

Tlで著明に増強された.各脳神経系の機能検索を行っ

たが術直後に比べて低下しているものはなく,11年目の

MRIでも硬睦肥厚の増悪所見は認めr)れていない.

今後も注意深い観察を行ってゆく方針である.

A 一 速 9 ) 肥 厚 性 硬 膜 炎の3例
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肥 厚 性 硬 膜 炎 は 頭 蓋 ま た は脊柱管の硬膜に広範な炎症

性の肥厚を形成し.脳 ･脊 髄神経障害.あるい は中枢神

経系の圧迫による症状を豊するもので,きわめて稀とさ

れてきたが.MRIの登場以降その報菖卜例が増加してい

る.これまで当院で経験した3例cl)神経放射線学的所見.

病理組織学的所見を中心に提示する.

症例1は68才女性で左側の多発性脳神経蘇峰を認札

手術による可及的摘出と副腎皮質ステロ1'卜の投与を行っ

た.症例2は55才女性で右上顎洞iこ発生したin_nammatorl,

pseudotum(一rが眼窟内･頭蓋内に進展し右視神経萎縮,

全方向性眼球運動障害,顔面知覚鈍味を宴したもので,

副腎皮質ステロイドの投与および放射線照射を行った.

症例3は55歳女性で視力･視野障害を呈し,手術による

可及的摘出と副腎皮質ステロイドの投与を行った.症例

3を除き典型的な CT および MRI像を皐L いずれ

の症例も再発はみられていない.

A-50)皮下膿癌が成因と思われた頭皮動静脈
嘆の 1例

頴 空義 欄 燕 儲 産捕 縄 )

頭皮動静賦慶は比較的まれな疾患であり,その成因と

しては外傷性や先天性のものが多い.今回我々は.頭皮

下肢癌が成因と思われる頭皮動静脈感を経験 したので,
若干の考察を加え報告する.症例は65歳の女性で.左側

頭部の拍動性雑音を主訴として当科紹介とな〔た.左側

頭部に bruitを伴う拍動性腫癌が認めLT)Itたが,頭部 Cr

及び MRIでは異常所見は認められなかった.左外頚

動脈写iこて,拡張した左後頭動脈と流入静脈として異常

に拡張した左浅側頭静脈が認め11れ 頭皮動静脈藩と診

断した.そして症状の増悪が認められることより摘出術

を施行した.術後経過は良好で症状は消失し.頭部血管

造影上も異常血管は認められなくなった.本症例では,

明らかな頭部外歯の既往はなく,また経過も-年以内で

あり,外傷性及び先天性の成因は否定的であった.発症

の約半年前に左耳介後部に皮下膿癌の既往があり,これ

が発症の-因であった可能性が考えられる.




